
このたびの人事異動で所長となりまし

た。よろしくお願いいたします。これまで

に魚類部、漁場部（現浅海環境部）で仕事

をしたことがあり、三回目の当所勤務とな

ります。私自身は、これまでの勤務では周

辺を気にすることも必要でしたが、むしろ

自身で仕事を進めなければならない立場で

した。しかし、今は、周辺の動きを意識し、

全体的な方向性を探り、当所の方向性を見

極めるといった立場に変わらざるを得ない

ものと認識しています。昨今の情勢を見る

とちょっと抽象的な表現になるかもしれま

せんが、良いとなると一つの方向に大きく

偏っていく傾向がみられます。船に乗船し

た時、乗っている人が片方の舷側に興味の

あることがあり、そちらの舷に皆が移動し

てしまうと船は転覆してしまう危険もあり

ます。そのような面でもう一方の舷でバラ

ンスを保とうとすることも大事なことでは

ないかと思います。少なくとも、試験研究

機関に勤める者は一度原点に返って自分の

仕事を見直し、進むべき方向を再確認する

ことも必要と思います。

一方、当所では陸奥湾の環境把握という

ことで30年ほど前より陸奥湾に水温、塩分、

溶存酸素、流向・流速、気温、風向・風速

を一時間毎に観測し、当所にデータを送信

してくる自動観測ブイを数基設置していま

す。現在、設置しているブイシステムも10

年が経ち、そろそろ更新の時期となること

から更新の事務をご支援願う竹内漁港漁場

整備課長さんと一緒に当研究所のもっとも

近くに設置されている青森ブイの調査に当

研究所の調査船「なつどまり」で先日いっ

てきました。当研究所からブイまでの途中

の海域で、多数のイルカが飛び跳ねている

のを目撃しました。以前の７年間の勤務時

にはこの様にたくさんのイルカを見たこと

はなく、自然が豊かになり、心温まる思い

がする反面、イルカはイワシを求めて湾内

に来遊したとの話もあり、漁業にとって競

争相手が増えたと感じ、複雑な気持ちにな

りました。ある一つのことを捉える時、必

ず、良い面、悪い面があります。きちんと

様々な面から考えることの必要性を改めて

痛感しまた。今後、このような考え方に

立って当所の仕事に励んでいきたいと考え

ているところです。

当所では陸奥湾を中心とする浅海海域の

環境に関する調査、ほたて産業に関する調

査、魚類の種苗生産技術の構築、藻場の修

復も含めた磯根資源の増殖に関する調査を

手がけており、対象とする漁業を発展させ

るとともに漁業者の立場に立った技術作り

を行っていきたいと考えていますのでご支

援のほどよろしくお願いいたします。
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